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小泉純一郎元首相、 民進党蓮紡代表が、

日本の農業とエネルギー問題を解決する

「ソ ー ラ ー シェアリング」を視察！
平成28年1 1月9日（水）、 城南総合研究所の名誉所長である小泉純一郎元首相が、 神奈川

県小田原市内 で行われた「ソ ー ラ ー シェアリング」の完成披窟会に参加しました。

また、 平成28年12月27日（火）、 民進党代表の蓮航参議院議員が千葉県匝瑳市内飯塚地区

で取組まれている「ソ ー ラ ー シェアリング」を視察しました。

営農しながら太陽光発電を行う「ソ ー ラ ー シェアリング」 は、 日本のエネルギーのあリ方を

抜本的に変える可能性を秘めておリ、 また、 耕作放棄地の拡大や農家の高齢化等の周題を根本

から解決できるとあって、 多くの人から期待と関心が寄せられています。

＜小泉純一郎名誉所長が神奈川県小田原市内の「ソ ー ラ ー シェアリング」を視察＞

神奈川嗅小田原市内を本拠にしている合同会社小田原かなごてファ ームが運営する「ソ ー ラ ー

シェアリング」の完成披露会に小泉純一郎名誉所長が参加しました。 今回視察したソ ー ラ ー シェ

アリング施設 は、 327平方メ ー トルのサツマイモ農地に太陽光発電パネル56枚を設置、 15.12

キロワットの発電容量をもっておリ、 農業をしながら太陽光発電を行うことができるため、 農

業の付加価値固上や耕作放棄地の再生等の観点から全国的に注目を集めておリます。 同施設を

視察した小泉名誉所長は、 「電気を作リつつ農地を犠牲にしない。 日本 人の知恵と技術力の賜

物だ」とソ ー ラ ー シェアリングを評価した上で、「10年後を見据えれば、日本の全電源の約30%

は自然エネルギー で賄うことが可能である」 とエネルギー政策転換の重要性を強調しました。
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